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舟木
　
ただ今より、第四十七回関西学院史研究会を開催し
たいと思います。今年度は二回目の開催になります。私は今年度から担当しております学院史編纂室長の舟木と申します。どうぞよろしくお願いします。本日は「ランバス父子が見えてきた」ということで、ウォルター・ラッセル・ランバス宣教師の日本宣教一三〇周 を記念して 講演ということです。 日は、神戸栄光教会の野田和人先生にお
越しいただいて、お話を伺うことにいたしました。　
関西学院の創立は一八八九年であります。今年は一二七
周年になり、九月二八日に記念の礼拝をいたしました。関西学院が創立される三年前に、ここにも神戸栄光教会の教会員の方がたくさん来ていただいておりますが、関西学院のルーツとなる日本キリスト教団神戸栄光教会が創立されております。ご存知のように、 お父さんがジェームズ・ウィ
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リアム・ランバス、息子さんがウォルター・ラッセル・ランバスです。アメリカの南メソヂスト監督教会が日本宣教を決める時に、お父さんが上海の伝道をされた経緯 ありますので、お父さんが責任者となって日本伝道を担うところ、当時Ｊ・Ｗ・ランバスは五十五才ですので少し高齢すぎるということ （息子は当時三一歳か三二歳です） 、若いランバスが責任者となって日本伝道をいたします。今私も五五才ですが、 当時は五五才 高齢だと うことで、 ウォルター・ラッセル・ランバス の方 日本宣教 責務を担われました。そして一八八六年に神戸栄光教会を設立したとあります。そこで、現在神戸栄光教会の主任牧師として責務を担われて る野田和人先生にお越しいただきました。　
最初に先生のご経歴をご紹介し、その後先生にお話しい
ただきたいと思います。　
先生は一九五五年に香川県多度津町でお生まれになって
います。多度津教会は、ウォルター・ラッセル・ランバスに深い関わりのある教会で、この教会で信仰生活を送られ、子どもの時からクリスチャンホーム お育ちになられました。一九七〇年一二月に信仰告白をされたと 聞きしています そして、大阪大学の人間科学部で社会学や
文化人類学を学ばれた後、お話にも出てくると思いますが、一九八一年から一九九六年にかけましてブラジルのサンパウロに在住され、そろばんの教師、また学習塾の講師を務められ、そして、二〇〇二年に献身を志されて本学 大学院神学研究科の博士課程前期課程 入学され、二〇〇五年に修了し、その後諫早教会に赴任されまして 二〇一三年四月から現在の神戸栄光教会で主任牧師としての責務を担われております。　
今年がランバス宣教一三〇周年で、関西学院大学の秋期
の宗教運動でもそのことをテーマと 取り上げ、野田先生に聖和キャンパスでお話 いただいております。今日はあらためてお話しいただき、後ほど質問等を皆様からいただきたいと思います。それでは 野田先生にご講演をいただきます。野田先生よろしくお願いします。野田
　
こんにちは。いま舟木先生がご紹介下さいましたけ
れども、私は二〇一三年の四月、三年半前ですけれども四月からランバス父子によって一八八六年に創立された戸栄光教会で仕えており 野田和人と申します。舟木先生がほとんどお話しし くださいました で、あ り 話しすることがないかと思いますけれども、伝統ある関西学
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院史研究会、もう四七回目を数えるということですが、お招きをいただいて心から感謝をいたします。　
今日はまず、ランバス先生が建てられた教会、その頃は
南美以神戸教会と呼ばれていましたけれども、その教会が一三〇年後 栄光教会という名前でどんな集会 どんな集まりを行っているか、そう うところから皆さんにお話ししたいと思います。神戸栄光教会の現在の活動　
神戸栄光教会では現在、いわゆる聖研（聖書研究会）
と言われるものが二つあります。月二回火曜日の午前中「聖書の集い」というものが行われていまして、そこでは二〇一四年四月から「パウロ書簡」を読み進め ます。現在は、今日後でお話ししますが、第一コリント書のところにきています。そして、毎週木曜日の夜には「聖書と祈りの会」を行っています。これが「聖研祈祷会」ですね、聖書研究祈祷会。現在は 「詩編」 を一緒に読み進めています。あとは六つの「組 」というものがあります。メソジスト教会に特徴的な組会、これは わゆる地域別の家庭集会と言ってもいいものです。組会で 現在は「ヨハネ文書」 （新
約聖書） 、今は第一の手紙を読み進めています。それぞれの組会の参加者はだいたい二〇人前後というところで、ひと月 全体の参加者を合わせますと、主日の礼拝出席者の約半数というところです。そして後は二つの「地域集会」があります。これは家庭 なくて地域の中で 教会の集 です。地域集会では、現在、 「使徒言行録」を一緒に読み進めています。他には月一回行われて る「早天祈祷会」とそして七〇歳以上の方々が集う「栄寿会」の例会があります。 こでは毎回教団が発行していま 『日毎糧』の週日聖書日課の御言葉を聴いて ます。また、月回の夕拝、委員会や食事 冒頭での奨励は、自由なテーマでお話をするということになっ ランバス先生が建てられた一三〇年後の教会 は、そ ような内容の集まりを持っているということです。メソジスト・ミッションの使命　
先日の一月一五日の「聖書の集い」では、第一コリント
書五章一節以下に聴き した。そこで、いわゆる淫らな行い、 ポルネイアについて見ていく中で、 教会のアイデンティティ、 教会の聖性を保 ためにはやはり懲罰 悲しみと言っ
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ても良いわけですが、懲罰
=
悲しみが必要であるという
こと、そしてそこから悔い改めに続いて赦しが起こってくるということ、そういうことを一緒 学びました。ちょうどその場には、 栃木県にあるアジア学院のジョナサン・マッカーリー宣教師も参加 おられて、聖書の集いの後で、「大変なところを読んでいますね」と話しかけられました。その日がちょうどその箇所に当たっていたわけですけれども、やはり教会のアイデンティティ、聖性を保つためには懲罰、悲しみが必要にな 、そこから悔い改めに続いて赦しが起こってくる。ですから、無関心と精神的な勇気の欠如の顕われとし 寛容とい も 、それは教会の怠慢であるということが こでは厳しく問われていることになります。そして使徒パウロがそのように厳しく語っている根拠として、私たちは第一コリント書の一番初め、一章二節の言葉を見ました。一章二節には「コリントの信徒への手紙一」の宛先の言葉が記さ ています。そこには「至るところでわたしたち 主イエス・キリスト 名を呼び求めているすべての人と共に、キリスト イエ によって聖なる者とされた人々、召されて聖なる者とされた人々へ」と記されています。手紙 宛先が、 「主イエス・キリスト名を呼び求めているすべて 人と共に、キリ ト イエ
によって聖なる者とされた人々、召されて聖なる者とされた人々へ」ですから、教会とは主の名を呼び求めるすべての人々が主によって招かれ、主によって召し出された聖なる者たちの群れ、その集いであるということです。そこに私たちはパウロの厳しさ、パウロが五章で語っていた厳しさの原点を見ました。主によって招かれ、召しだされた聖なる者たちの群れ、主の名を呼び求め すべての人々がそこへと召しだされ、集わされている、それが教会な だという とですけれども そこにパウロの厳しさの原点があることを私たちは再確認しました。　
そして今日のお話との関連では、 「主の名を呼び求める
すべての人々が、主によって召されて聖なる者とされた」 、そのところに教会 公同の教会たる所以があるということ、「主の名を呼び求めるすべての人々が、主によって召されて聖なるも されて集わされた」 、そこに教会が公同の教会たる所以があるということを思ったわけです。 「公同の教会」 、それは「 国民、国、民の間の、そしあらゆる時代にわたる聖な 民 群れ、聖なる民の集い」のことです。そしてこ が、メソジスト運動を始め ジョン・ウェスレーが語っ 「世界 我が教区なり」 、
''T
he 
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w
orld is m
y parish'' との言葉に繋がっていると私自身は
思ったわけです。ただここでウェスレーが語る「世界」は、山内一郎先生が著書の『メソヂズムの源流』で指摘されていますように、 「グローバルな地球規模 世界を指すというより、ウェスレーにおいては教会もその一部である『この世』 、すなわち家庭、幼稚園、学校、職場、野外、街中の路上、そして刑務所や炭鉱など、およそ人間が額に汗して生き、働いて る世俗生活の全領域」 こと 私たち生活の全領域のこと それが、ウェスレーが語った「わが教区」というとき 「世界」とい ことでした。この全領域に、私たち 世俗生活である全領域に教会のアイデンティティであるホーリネス 聖性を伝えていくところにメソジスト・ミッションの使命があるということです。そこにメ って、ウェスレー時代からまずイギリス国内、英国内で 信仰の革新を経て実際に外国伝道、すなわちアメリカ伝道が開始され そして今、この日本の地で、教会やこうした学院を通し 「主によって召されて聖なる者とされ」 、その主 恵みを受けている私たちにとっ 当に大きな役割を果 てくださったのがランバス父子、ジェームズ・ウィリ ム・ランバス師とウォルター・ラッセル・ランバス師だというこ が出
来るのだと思います。九つの教会と四つの学校の設立　
お父さんのランバス師は老ランバスと呼び習わしていま
すけれど、老ランバスは、一八五四年以来、中国の上海を中心に医療伝道に従事していましたが、一八八五年の五月、南メソヂスト監督教会（
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日本宣教師として一八八六年の七月に五五歳で神戸に来任しました。そして、わずかの準備 時を経て、一八八六年九月一七日に居留地四七番に日本宣教部を開設し それが現在の神戸栄光教会となっています。　
一八五四年にジェームズとメアリー・ランバス夫妻が上
海に着き、 二ヶ月後に上海で誕生したのが若ランバス、 ウォルター・ラッセル・ランバス師 た。一八 六年の十一月にその若ランバスが、すで 先ほど舟木先生がお話しくださいましたが、日本宣教部を担うべく総理と て、夫妻で神戸へ来任い しました。三二歳でした。若ランバスはアメリカで神学と医学を修めて、中国でも短い期間で た
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が医療伝道に従事していました。彼が日本に着任したのは一一月二四日と言われていますが、その二 後の二六日には、クリスチャンリーダーシップを養成するための、リーディング・ルーム（読書室）というものを居留地四七番に開設し、そこから伝道・教育活動を開始しました。そして一八九一年一月に日本を離れるまでの本当に短い期間、わずか四年と少しの滞在期間で、若ランバスは老ランバスと共に、九つの教会と四つの学校の設立に直接に関わっていきました。教会 創立順では神戸栄光教会、広島流川教会、宇和島中町教会、そして次も四国ですが、八幡浜教会。九州に渡って大分 大阪に戻って現在の東梅田 会の前身にあたる教会、姫路五軒邸 、それから私 母教会である多度津教会、そ て岩国教会の九教会の設立に直接関わりました。学校ではリーディング・ルームから始まったパルモア学院、 広島女学院 聖和大学、 そ て関西学院です。老ランバスの玄孫―ディヴィッド・シェレルツ氏　「私が学び得たところに従って、 私は教える」 ジョン・ウェスレーはそのように語りました。これは 育のことを言っています。このように語ったウェスレーによって始められ
たのがメソジスト運動ですから、メソジスト運動と教育は切り離すことの出来ない関係にあります。そのことについて学校教育の流れ以外のところで私が実感したのが、今年の五月五日、 「 どもの日」に行われた神戸栄光教会創立一三〇年記念、Ｊ・Ｗ・ランバス師記念墓前礼拝での、老ランバスの玄孫に当 るディヴィッド・シェレルツさんお話でした。それが今日皆さんにお渡ししている資料です（最終ページ以降に掲載） 。　
この四頁にわたる報告は、シェレルツさんが米国・オハ
イオに帰られた後、しばらく経って送ってくださったメールです。一枚一枚の写真のキャプション 説明文 含めて本当によく考えられていて、その時もおっしゃってくださいましたが、教会創立一三〇年記念事業の一環としての老ランバス師記念墓前礼拝をたいへん喜んで ださったことが、送ってくださったこの報告書から十分に伝わってくるものです。　　
資料のもう一枚は、この研究会を主催している『学院史
編纂室便り』第四三号にこの墓前礼拝のことで池田裕子さんが書いてくださった記事 なっています。　
シェレルツさんのことについては後でお話します。まず
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墓前礼拝の時、私が思い起こしたことがあります。私はこの神戸に来る前は九州教区長崎地区の諫早教会で八年間務めていましたので、九州教区総会にもよく顔を出すわけですが、墓前礼拝の二日前、五月三日に行われた九州教区総会の開会礼拝で、説教者が次のようなことを話されました。一九四四年、日本基督教団によって出された当時の戦争を遂行するための大東亜共栄圏を擁護する宣言の起草者 一人が、実は自分 恩師であり自分が尊敬していた熊野義孝牧師であったことを挙げられて、 「熊野先生の存命中に、なぜあのような愚かな宣言文を起草することに至ったのかを問いただすことが出来 かった その 弱さを恥じて悔いて る」と。そして右傾化する現在 日本の政治状況の危うさを憂い、 「自分たちのような年老 た牧師こそが、私たちに与えられている主の平和を前面に押し出 て、若い牧師たちを守るために主のみを見上げ、命を投げ出して事に当たるべきだ」との決意をその開会礼拝で述べられたのです。それから二日後の墓前礼拝の時、私はそ 老牧師の決意を思い起こしつつ、今か 一三〇年前 時代状況は全く違いますが、老ランバスと若ランバス、彼ら 日本宣教の心意気、特に総理の若ランバス、彼を支える老ランバスの心意気というもの 思いを馳せました。
　
今年の五月五日「こどもの日」は、教会暦ではイース
ターから数えてちょうど四〇日目、主イエス・キリストの昇天日に当たっていました。イエスさまを十字架刑で失って失意のどん底にあった弟子 ちは、その死後三日目から復活の主の姿に触れて、四〇日間にわたって蘇りの主とともに過ごし、主によって教 られ励まされる中で 新しい創造の業にあずかっている自分自身を見出していきました。大きな喜びがあったことでしょう。ところがその主が再び自分たちの前から去 ていくのです。弟子 はもはや主の姿を見ることが出来なくなる、本当に主の姿を見ることが出来なくな 。彼らの落胆はどれほ 大きくまた心細く、悲しく思ったことかと思います。 し、そこで主が応えられるのです。 「あなたがた 上 聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける そして、エルサレムばかりでなく ユダヤとサマリアの全土で、ま 地 果てに至るまで私 証人となる」 。この、命令である 同時に約束でもある イエスの言葉こそが、主 昇天を、不安の中 大き 喜びを持って受け入れていった使徒たちが依って立った言葉でした。最初の教会のキリスト者たちもこの言葉に依り頼んで主を宣べ伝えていきまし そしてもちろん、医療伝道中心の中国から、伝道 教育を中心と た日本宣教へと大
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きく舵を切ったランバス父子も例外ではなかったと思います。この主の言葉に依り頼んで日本宣教へと入って来てくださったのだと思います。　
シェレルツさんは、墓前礼拝が始まる前に「こどもの
日」にちなんで、老ランバスのお連れ合いのメアリー・マクレラン 始まるランバス一家 六世代にわたる女性たちの働きを紹介され した。それがお渡ししている報告文です。まずメアリー・マクレランは、上海で幼い中国の子どもたちの寄宿学校を経営し、神戸で 日本 子どもたちのために日曜学校を運営しま た。聖和大学の前身である神戸婦人伝道学校もメアリーが めました そして、若ランバスの妹ノーラは、中国の蘇州の子ども ちのために幼稚園で教え、保育園も運営していました。次の世代 マルガリータ、リタは、やはり蘇州で中国の子ども ち、そしてアフ カでも子ども ちを教え した。そ て次の世代のヴァージニアもオハイオ州で保育園を経営し、教育の機会がなかなか与えられない子どもたちの施設で働きま た。それに続く世代の者たちも幼稚園を設立、経 、また幼稚園の先生をし いると、そのようなお話がシェレルツさんから話さ ました。こ シェレルツさん お話は、 「こ
どもの日」にちなんで、ランバス・ファミリーの女性の働きについて、歴史を追って語ったものです。ですから、ランバス父子たちの働きとは直接関係がないように聞こえますけれども、このお話は、私にとっては、ランバス日本宣教一三〇年の恵みが、本当 様々な形で遍く染みわたっていくという、そ ことを実感させてくれるお話でした。そしてそれは、先ほどもお話しした、 「あ たがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。そして、エルサレムばかりでなく ユダヤとサマリア 全土で また 地の果てに至るま 私の証人となる」という 主イエスの命令でもあり約束でもある言葉に依り頼んで日本宣教を開始したランバス父子の志が神さまに受け入れられて、 ランバ ・ファミリーの女性たちの彼の地での働き 同じように、ランバス父子の働きがこの日本の地で実を結んでいっているその事を実感させるものでもあったの す。私に っては、シェレルツさんのお話と、ランバス父子 日本の地でのお働きが実を結んでいるということは、本当に強 リンクするものでした。シェレルツさん 、直接お聞きす こ はしませんでしたが、老ランバス 墓前でそ ことを、私とは逆の形で実感された ではないかと思う す。
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歴史の中の出来事から生じてきたことに対する責任　
少しお話は変わりますが、今月のある組会でのお話をい
たします。神戸栄光教会では、六つの組会それぞれで教職の聖書講解があるわけですが、その前後に信徒の方による聖書 研究発表、いわゆる聖研や証し、感話等のひと時がもたれます。今月のある組会での感話の時に、現在女子校の先生をしておられる一人の被爆三世 教会員の方が、生徒たちに今年の課題図書を薦め に当たってずいぶん迷ったけれども、なぜか原爆に関する本を薦め 、その きさつについて話してくださいました。それは、神戸栄光教会員であったお父さまが献身をして伝道師となって、その赴任に伴って神戸の地を離れ 被爆二世のお母さまが、結局は兵庫県の被爆者協会の会長を引き受けざる 得なくなって、月に一度は神戸に戻って被爆二世として現状としっかり向き合う、そのような活動を始められた うこと、のことが今年の課題図書の選択、原爆に関する本を薦めという に影響を与えたというお話でした。少 あやふやな自分の立ち位置、被爆三世 立ち位置をあらためて見直すことが出来たと そう話しておられました。私はこのお話を聞いて、かつ の西ドイツ大統領で ドイツ福
音主義教会の評議員でもあったヴァイツゼッカー氏が、ドイツ敗戦四〇年に当たって連邦議会で行った「荒れ野の四〇年」という演説の最後の方の一節を思い浮かべました。このような言葉です。　「かつて起こった事への責任は若い人たちにはありません。しかし、歴史の中で、そうした出来事から生じてきたことに対 ては 責任がありま 」 。私自身は例えば歴史の一点、過去としての点というものには、実はあまり興味や関心を持たない者ですが、そうした出来事から生じてきたこと、すなわちそれら点を繋いで出来上がってくる線や、あるいはその線を繋いで出来上がってくる面 の線や面に囲まれて、私たちはこの現実を生きているのだとい こと、これは当たり前といえば当たり前のお話ですけれども、そのことを具体的で切実な 人の教会員の方 自問自答を通して、あらためて知らされました。　これはそうした出来事が、たとえ負の遺産であれ、ある
いは正の遺産であれ、変わることはない 思う です。あらゆる悲惨を伝える語り部の話が、あるいは「良い知らせを伝える者」の話が私たち 胸を打つのは、私たちがかつて起こった出来事から生じてきた に対して責任がある
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ということを、私たちにあらためて思い起こさせるところにあるからだ 思います。かつて起こった出来事から生じてきたことに対して、私たちは本当に責任があるということ、そのことを思い起こさせるからこそ、語り部の話は私たちの胸を打ち、 「良い知らせを伝える者」の話も私たちの胸を打つのです。　
神戸の再度公園にある神戸市立外国人墓地の老ランバス
の墓前で、シェレルツさんのランバス・ファミリーの女性たち お働きの話を聞きながら感じた感覚は お話しした組会の時に感じ 感覚と同じ感覚ではなかったかと思うのです。そして爽やかな五月晴れ 光の下、老ランバスの墓前礼拝に私たちと共に集ってくだ ったシェレルツさんもまた、これと同じ感覚を持たれたのではないかと思ます。ここで 私をこの責任 連なる所へ 導いてきた道程を少し振り返ってみ いと思います。神戸栄光教会への招聘に至る道　
今日の研究会のチラシの説明文にも簡単に記しましたが、
こうして今日のような機 を与えられ 、あ から私がランバス父子を意識してみると、ランバス父子と私 交差
点が普通の人よりも多いということに驚いています。私自身のこれまで 歩みについては、 『信徒の友』二〇一一年五月号 「神に呼ばれて」という、私自身の歩みを記した記事を参照してください。　
いちばん近いところからお話をします。神戸栄光教会へ
の招聘について、最初に栄光教会への招聘について話があったのは、二〇一一年の秋です。例に って私はあまり歴史を知らず、その話が出たときにはたいへん驚きつつも、神戸栄光教会が母教会であった友人の牧師から教会のその当時の困難な状況を聞いてい 時 した。私自身も二〇〇四年度の一年間、一二年前の再建が成った年、当時神戸栄光教会の枝教会であった北鈴聖書集会というところを協力神学生として担当していましたので、それからだいぶん経ってからですが そ よう 友人の話 聞 て心配はしていました。ですから できるだけ早く教会に主任牧師が与えられますようにと、いつも祈っていたのを覚えています。そういうところへ 招聘のお話 したのでたへん驚き したが、召しに従うこ を決心して、そこから少し時間はかかりましたけれども再び神戸に戻っ きました。
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そこであらためて、この神戸栄光教会の初代牧師が関西
学院を創設した若ランバス、ウォルター・ラッセル・ランバス師であったことを確認することになりました。私の母教会である多度津教会も関西学院が建てられたすぐ後の一八八九年十一月二十日が創立記念日です 、それは若ランバスの瀬戸内宣教圏構想に基づいて、ランバス父子によって創立 一年前から準備されていたものでした。一八八八年から多度津 への伝道がなされ、一年後の一八八九年、関西学院創立直後に多度津教会も建てられました。私は伝道熱心な祖母 代からこの で育てられました。大学を卒業すると半年ほど待って、一九八一年一〇月にブラジル・サンパウロへ渡りました。そこで四十才になるまでの十五 間を過ごしたわけですが、後になって、若ランバスが一八九一年一二月に日本を発って、南メソジスト監督教会（
M
E
C
S ）の伝道局や海外ミッショ
ンの仕事をされながら、一九 〇年に
M
E
C
S
の監督に選
任された後も、計六回もブラジル伝道に赴いていたということを知り、やはり驚きました。　
ランバス師のブラジルでの詳しい働きを知ることができ
ないのは残念ですが、実は先月、私が神学研究科 修士
論文を書く際にサンパウロ福音教会でお世話になり、その後、 昨年まではブラジル北東部のオリンダ市にあるアルト・ダ・ボンダーデ・メソジスト教会というところで仕えられ、そして今年の四月から 同じくブラジル 北東部、ブラジルの北東部というのはブラジルで最も貧しい地域ですが、その北東部最大の町、ブラジル最初の首都であったサルバドール市のヴァレリオ・シルヴァ合同長老教会と うところで、協力牧師と 務めておられる小井沼眞樹子牧師を、若ランバスのブラジル伝道のことも覚えて、神戸栄光創立一三〇年記念事業 一つとして ランバス師とブラジルとをかけて主日礼拝にお招きすることが出来 した。直接には関わりはありませんが、ランバス父子との交差点まだまだあるのかなと思っています。　
ブラジルから帰国後、献身を決意して学んだ先はやはり
関西学院でした。ランバス先生の最初 戻ってきたわけです。二〇〇五年に私の最初の赴任地、長崎県の諫早教会へと赴きました。九州教区ということでは 先ほど少しお話しした大分教会を通じてランバス先生に軽く触れてはいますけれども、ほとんど関係がないと思っていました。ところが池田裕子さん作成のウォルター・ラッセル・ス略年譜を見ます 若ランバスが日本宣教に赴く前の
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一八八三年、 「デイジー夫人と長男の健康回復のため長崎で静養」と記されていました。ああ、長崎にも来てい のだと、そんな思いでした。そ てとう う神戸栄光教会に来ました。ランバス先生の本当の始めに戻ってきたということになります。すると次はやはりブラジルかなと、今日は神戸栄光教会の方々もたく ん来ておられますが 次はブラジルかなと少し思ったりもするわけです。ブラジルでの体験・出会い　
献身をして、関西学院大学神学研究科の実践神学・神田
ゼミでの修士論文に取組んだ際、再びブラジルと向き合うように示されたことは、 「私にとってチャレン であったとともに恵みでもあった」と『信徒の友』に記 まし が、チャレンジであったというのは、私にとってブラジルというところは、社会の大きな矛盾を感じてはいましたけれども、本当に楽しい時代を過ごしましたから、やはり楽しいままで置いておきたかったからです。です 再び向き合うことはチャレンジになりまし 。 そ て 恵みでもあったとい のは、ブラジル 再び向き合うことによって、たちが今生きている現実というもの 目を向けさせられた
からということです。それをしないでは済まなかった、それが恵みだと感じたわけです。 『ブラジル日系社会におけるキリスト教宣教』というテーマに取り組むなかで、ブラジルにいた当時、私が通っていた自由メソジスト・サウデ教会の岡田カチア牧師と再会することが出来ました。それに加えて、日本基督教団が宣教師を派遣する形 とっていますけれども単立教会である、サンパウロ福音教会の小井沼國光牧師、先ほどお話しした眞樹子先生のお連れ合い小井 との出会いは、かつてブラジル社会の本当に大きな矛盾を感じながらも、そこでの生活を楽しむ側にいた自分に、そうではない生き方があるということをあらためて、生でライブで示してくださった、本当に得難いものでした。キリストへの回心、聖霊が働 てキリストへ向き直らせてくださるということ そ ことを実感 二度目の瞬間でした。一度目はもちろん献身を決意したときですが、ブラジルでの出会いは私に二度目のキリストへの回心を実感させてくれまし 。主イエスは、彼 地の人びとを通して、このようにも私に仕えてくださっているというこ 本当に実感しました。
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''m
issio D
ei'' 「ミシオ・デイ―神の宣教」
　
日本基督教団は毎年、世界宣教委員会による「共に仕え
るために―『今日の世界宣教』 」という冊子を出しています。すべての宣教師の報告が載っている冊子ですが、各教会に一冊ずつは送られていると思います。ここでの世界宣教委員会の宣教指針は、 「いのちを蝕む力に対抗し、人々のいのちに仕え、その輝きをもたらせる業である『神の宣教』''m
issio D
ei'' に携わる」というものです。そしてこの指針
の聖書的根拠は旧約聖書 アモス書、五章四節に ります。 「私を求めよ、そして生きよ」です。これを聖書的な根拠として、 「神が伝道、 される そのことへ参与する」という指針が与えられています。 はこ 後すぐに、 「しかし、ベテルに助けを求めるな、ギルガルに行くな、ベエル・シェバに赴くな」と続けます。アモス 、 「主は言われる、ベテルに助けを求めるな、私を求めよ、お前たちが生きるために 、主の言葉を通して叫んだのでし 。「相手を取り違えてはいけない。ベテルに助けを求めるな。私を求めよ、そして生きよ 。これは、 「あなたを創造しあなた 生かし あなたを取り去る。そ ようなわたしという完全な愛の中で それぞれ 賜物を与えられ
て生かされているあなたがた自身を見出しなさい」と主が語られているということです。 「わたしという完全な愛の中で、あなたを創造し、生かし、取り去る、そのようなわたしという完全な愛の中でそれぞれに賜物を与えられて生かされているあなたがた自身を見出しなさい。その時あなたは『仕える』ことを知り、あなたがたはお互 に『共に仕え合う』ことが出来る」 。これが、
''m
issio D
ei'' 神の宣
教です。そして、 ランバス父子 こ 神戸の、 西宮の地から将来の私たちに向けて発信してくださったことです。そしてそれが後の関西学院の学院モットーである 「マスタリー・フォア・サービス」にも繋がっ もの と私は確信しています。　
サンパウロに住んでいた時には、知り合いに薦められて
自由メソジストの教会に通ってい わけですが、その時には楽しく通っていたわけで からこ アモスの言葉を意識することはもちろんありませんでした。二〇年前に日本へ帰国し、その五年後に献身を決意してから、彼の地での宣教の困難さというものを意識しました。　
当時、すでに二億人を超す人口を擁して、信徒数では世
界最大のキリスト教国 いわれていたブラジルも、実際に
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教会に通っている実質的なカトリックの信徒数は、人口の一割を切っています。プロテスタントの実質的な信徒数は、そのカトリックの実質的な信徒数の二倍と推計されていますが、そのうちの九割がいわゆるペンテコステ派だと考えられています。そのような国に、今年で一〇八年になる日本人移民史を形成する一角とし 、日本人同胞に福音を宣べ伝えるためにプロテスタント・キリスト教の宣教が進められ、現在もサンパウ を中心に百を超える日系 キリスト教会が建てられているということ、そ ことにはやはり大きな意義 あったと思 ます。ただそれがどちらかと言えば、世俗的な成功を目指す日系社会 中 教会のままでいるのか それとも所得格差が世界で五指に入る ブラジル社会の中で、 「神の宣教」を目指してい うとするのか、やはりこ ことが教会 あり方として問われてくるのだと思っています。　
ブラジルにおけるキリスト教宣教の課題は、 「福音が貧
しい者の世界に土着する場合に、教会その のに要求さる根本的な変革を行うことが出来る どうかだ」という指摘があります。これは教会に対するたいへん厳しい指摘です。 「福音が貧しい者の世界に土着す 場合に、教会その
ものに要求される根本的な変革に教会が応えることが出来るかどうか」 。こうした指摘の原点にあるのも、私たちどれだけ忠実に「わたしを求めよ、そして生きよ」との御言葉に従っていけるのかということだと思っ います。そしてそれが日系の教会やブラジルに限ったことではないことも、まさにいま私たち 問われている事柄、私たちの教会やキリスト教主義学校にも問われてい 事柄であることを、私たちは十分に認識する必要があると思 ます。 「相手を取り違えて いけない。わたしを求めよ、そ て生きよ」―あなたを創造 、生かし、取り去る、そのよ なわたしという完全な愛の中で ぞれに賜物を与えら て生かされて るあなたがた自身を見出しなさい。あなた方は仕えられるためでは く、仕えるため 、それ 共 仕えるために、互いに仕え合うために遣わされてい のだから。　
私たちは、歴史の中で、かつて起こった出来事から生じ
てきたことに対して責任があります。それは、私たちランバス父子と関係の深い教会や学院 とっては、ランバ 父子が主とともにそのために力を尽くし 働い くださったからこそ、私たち とっては負いやすい責任では いかと思います。 し ここに、ランバス日本宣教一三〇年の意
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義もあるのだと思っています。ご清聴に感謝いたします。　
祈りましょう。私たちを、仕え、愛し、もてなすことへ
導いてくださる神さま、私たちを受難と死の杯から命の杯を飲むことへと導いてくださる主イエス・キリストの父なる神さま、主はご自身の命を献げて、仕えること、すべての人の僕となることを私たちに示してくださいました そしてそれはあなたの御心に適ったことでし 。ランバス父子が、私たちに示してくださったように、どうか私たちにもその主の杯を飲ませてください。そし 、困難の中で苦しみ、痛みを覚えて歩む人々とともに、 中から あなたによって生かされる喜びを与えられ、あな に 和解と平安 向け 私たちが希望を持っ 歩むことができるようにしてください。小さなも とともに歩んでくださる、私たちの主イエス・キリストの御名によ て祈ります。 アーメン。舟木
　
ありがとうございました。大変多岐にわたるお話を
いただきました。関西学院が、創立一二七周年 とき 迎えて ますが、じつは 創立のときに、ランバス宣教師が創立者ではあるのですが、アメリカ人では設立 申
し込みは出来ないので、そこで代わりに神戸栄光教会信徒の代表である中村平三郎氏によって手続き、願い書が出されて、兵庫県知事より認められ、一八八九年の九月二八日に許可が下りたということにより、関西学院が創立されました。そういう意味で 、関西学院創立以来、直接的戸栄光教会とは関わりが深いということ 今日はお話をお願いしました。　
今年度、学院史編纂室では二回研究会を開催しました。
一回目は六月二八日 、今年 三月まで九年間 わたって関西学院院長を務めていただきましたグルーベル先生来ていただいて、九年間の関西学院の変化につ てのお話、直近の歴史を伺 ました。今日は関西学院のルーツ、もうひとつのルーツになり すが、神戸栄光教会 野田先生を通じて、お話しいただき、本当に感謝 します。野田
　
今日はありがとうございました。今年は神戸栄光教
会創立一三〇年ということを何度も言いました。今、創立一三一年目に入っていますが、一三〇年記念ということで記念品として記念缶バッジを作りまし 。二個セットです。これは売っていません。一つは今年 『信徒の友』八月号で金斗絃さんが描 くださ た神戸栄光教会の絵です。
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震災を経て再建成った教会を中心に描いておられるもののうちの一つです。もう一つは、もう亡くなられた教会員の画家の方 デッサンで、それに子ど たちが飾りを描いたものです。二つのセット 一三〇年記念ということで差し上げていま 数に限りがありますが、ぜひお持ち帰りいただきたいと思います。舟木
　
本年度二回目の学院史研究会を閉会したいと思いま
す。本日はどうもありがとうございました。
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Remarks at the 2016 Remembrance Ceremony
to Honor the Legacy of the Lambuths 
Kobe Municipal Foreign Cemetery, Kobe, Japan, May 5, 2016
　　My name is David Sherertz. I am most humbled and honored to be here with you today, 
along with my wife Roz Hardy, and our good friends Doug Vaughan and Doris Kretschmer.
Today we all acknowledge and revere the inspirational missionary work in Kobe of Bishop 
Walter Russell (WR) Lambuth, and his father, James William (JW) Lambuth. I am the great-
great grandson of JW Lambuth.
　　Walter Russell’s sister was Nora Kate Lambuth, who is my great-grandmother. Nora 
Kate married William Hector (WH) Park. WR Lambuth and WH Park co-founded Soochow 
Hospital, and Park did notable medical and missionary work in China.
　　Nora Kate and William Hector Park had a daughter, Margarita, known to us as Rita. Rita 
married Dwight Lamar (DL) Sherertz in Soochow. Rita and DL were missionaries in China 
for thirty-seven years.
　　Their oldest son, William Hector (WH) Sherertz, was my father. He was a Methodist 
minister in Ohio for almost thirty years.
　　So these are the four generations of Methodist men who are my ancestors.
　　Today is Children’s Day ( こどもの日 Kodomo-no-hi) in Japan. So I want to focus on 
the even more remarkable contributions the women in my family (past and present) have 
made in educating and nurturing children.
　　Mary McClellan, the remarkable wife of JW Lambuth, ran a boarding school for young 
Chinese children in Shanghai. She also conducted a Sunday school for Japanese children here 
in Kobe.
　　Nora Kate Lambuth, wife of WH Park, taught kindergarten and had a nursery school for 
Chinese children in Soochow.
　　Rita Park, wife of DL Sherertz, started a kindergarten and tutored Chinese children 
for many years in Soochow, and later in Africa. When I was a young child, I remember her 
singing the many verses of Froggy Went A Courtin’ in the Soochow dialect of Chinese for her 
grandchildren. It was magical to me.
　　E. Virginia Cade, my mother and wife of WH Sherertz, started a kindergarten in our 
home when I was five, because there were none available in our neighborhood. She later went 
on to run a day nursery, teach home economics and special education, as well as license Head 
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Start facilities in Ohio.
　　Sylvia Sherertz, my sister, after studying pottery in Kyoto, co-founded and ran a pre-
school in Connecticut for many years. Most of her (and my) women cousins have been, or 
are, involved in youth education.
　　Eva Bannan, our daughter, has been a lead pre-school teacher for more than two years in 
Portland, Oregon.
　　So that is six generations of women, who worked and are working, to educate children 
in many different places of the world. Their devotion and dedication is certainly something to 
cherish and celebrate on this Children’s Day.
　　I write haiku in English, and offer the one below in 3-5-3 to honor these women and this 
day. I also attempted to translate it into a 17-syllable Japanese haiku; please forgive my bad 
pronunciation.
We cherish
sons and daughters on
Children’s Day.
良き息子　優しい娘　こどもの日
Yoki musuko / Yasashii musume / Kodomo-no-hi
Thank-you for your wonderful hospitality and kindness to us here in Kobe.
- David D. Sherertz
『ランバス父子が見えてきた』
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Pictures of this Event, and Our Stay in Kobe, Japan
By Kouichi Kanda
Yuko Ikeda at JW Lambuth’s Headstone
She is smiling at my attempts to speak Japanese. 
To the right is Rev. Noda, who led the service at the 
Cemetery.
David Sherertz Speaking at the Remembrance Service
An expanded version of my spoken remarks is written 
above. The weather for the event could not have been 
nicer.
Rev. Noda and I at His Kobe Eiko Church
This United Church of Christ in Japan at Kobe is 
a thoroughly modern and beautiful facility, having 
been rebuilt after the 1995 Kobe earthquake. It has an 
impressive Swiss pipe organ.
Our Lovely Luncheon at Kobe Eiko Church
The two women on the left of this picture (Hisako 
Tokuno, left, and Sachiko Tsukui, right) were in the 1980 
photo of the ceremony in the Foreign Cemetery, where 
my Aunt Olive, Sherry, and Cousin Jean were honored 
Roz and I at the Lectern of Kobe Eiko Church
It was a thrill to stand where my great-great uncle Bishop 
WR Lambuth and his father, JW Lambuth had preached.
A Close-up of Our Delicious Lunch at Kobe Eiko Church
The leaf-wrapped item to the right of the teacup is a special 
local delicacy of sticky rice on a stick. We were told that 
the black sesame seeds in the rice traditionally were there 
to show no one had disturbed the rice before serving it.
118
The Lambuth Lectern in Kobe Eiko Church Chapel
In the chapel of the church were pews from the 
original church, and this lectern, which is inscribed 
with the words “THE WORLD FOR CHRIST” and “In 
Memory of Bishop WR Lambuth”. It was very moving 
to stand there.
Roz and I with Doug and Doris at the Cemetery
There were close to sixty people in attendance, many 
on the terrace above the stone wall behind us. There 
was not a lot of seating space around the headstone. I 
took my hat off for the service, but it was a very bright 
but slightly 
The Group at the Cemetery After the Service
Behind Roz is Rev. Kazuyoshi Wakabayashi who 
chauffeured Roz and me to and from the cemetery. We 
were so gratified at this special honor.
The Seven of Us at Tooth Tooth Restaurant
Kouichi Kanda, lower left, made it into this picture, 
as restaurant staff used his camera to take it. We 
all enjoyed a marvelous dinner at this wonderful 
restaurant, housed in what had been the US Consulate 
building in the late 1800s.
